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超 純水 中における Bradyrhizohiutn属細菌の 生存と適応
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【目的】β雌 めゲ 傭 o わ’z砌 属細菌は 、医療用や工 業用の 超純水中で しば しば検出され る 。 実際、B，ノaponicumUSDAIIO

株 は、超純水 中 へ 接種す るこ とで Viabilityの 維持または増加 が報告され て い る（C画st　et　aL　1984）。私たちは、大気 中の

微量気体 による化 学独 立 栄養生育が超純水 中 の 細胞 の 生存を支えてい る可能性を考えてい る。そこ で 、本研 究で は、

（D超純水中で の Viability維持 の 追試 （2）超純水中に お ける CO2 固定 の 測定を行 っ た。【方 法】実験 に は ダイズ根粒菌

B．」
’
aponicumUSDAIIO 株 を用 い た 。   細胞を超純水中に接種し、1−−2 ヶ月間25DC 、静置条件 で イン キ ュ ベ ー

ト後 、
HM

寒天培地 による CFU 測定と位 相差顕微鏡 により形態 を観 察した。  振 とうと静置 の イン キュ ベ ー
シ ョ ン 条件の 比較を行

っ た。  超 純水 中で細胞を 1ヶ 月 間イン キ ュ ベ ー
シ ョン 後 、

14CO2
を気相 に添加し、　CO2 固定量を測定した。【結果 】  初

期濃度に関わらず接種後2 ヶ 月程度で CFU 　f直が 約 IO2
−．4CFU

！ml か ら約 1　05CFU 　／　m1 　rE度に増加し、以降安定した。

通 常の 約 2mm で あ っ た細胞は 、超純水中で は約 IOmm へ 変化した。  振とう時であっ てもCFU 値、細胞形態は 静置

時 と同 じ結果 で あ っ た．  10“cFu 　f　ml の 菌密度 の 超純水 の 試験管気相 に 278kBq の
］4co2

導入 した。3日 後 の 超純水

中の 酸安定性 の 放 射活性 は約 2500　dpm　f　ml 、対照煮沸処理細胞 で 約 3dpm ／mi で あっ た 。 この 結果 より、 超純 水中

の 細胞は CO2 を炭素源として 生育して い る可能性 が 示され た。
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低濃度チオ硫酸を電子供与体としたダイズ根粒 菌の 化 学独 立 栄養
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ダイズ 根粒 菌B．ノaponicumUSDAIIO 株 における全塩基配列 の 相 同性検索 の 結果 か ら、チ オ 硫酸酸化 に関わる sox 相

同 遺伝子 群（soxTRSVPI （／）CYZABCDF ）を、ゲノム 上 の 4 箇所 に 見出 した ．そ こ で 本研究 で は 、USDA 　I　I　O 株に お け るチ オ

硫 酸を電 子供与体 とする化学独立栄養に っ い て検討した 。 そ の 結果 、 USDAIIO 株 は 炭素源 の 有無 に関わらず 4mM

以下 の チオ硫酸 の み酸化 で き、SO κ　VI（IOCUS　I）欠損変異株 で はチ オ硫酸酸化は認 め られなか っ た 。また 野生株に お い

て、チオ 硫酸依 存的な酸素呼吸 の 増加を検 出した。さらに、チ オ 硫酸を電子 供与体とする最小培地で 生 育した

USDAIlO 株に お い て、チ オ 硫酸依存的な
1
℃02 固定 活 性 を検出 した。以 上 の 結 果 か ら、株 は 、低濃度 の チ オ硫酸を

電子 供与体、酸素を最終電子受 容体 、 CO2 を炭素源とす る化学独 立栄養生育を行 い 、その チオ硫 酸酸化能 は、　sox 　YI

が担 っ て い るこ とを明らか に した。次 に、Bradyrhizobiaceae 科細菌に おけるチ オ 硫酸酸化能とsoxlocus 　I の 分布をハ イ

ブリダイゼーシ ョ ン で 解析した ， その 結果 、soxlOCUS 　1保有株は低濃度 の チオ硫酸酸化能を示した。また、　SOX ｝
」
1 の ア ミノ

酸配 列 に 基 づ い た 系 統樹 を作成 した とこ ろ 、既 知 の 硫 黄酸 化 細菌 Paracoceus 　pantotrophusGB17株 の 属する

Rhodobacterialesとは異なる、　Rhizobialesの 新規 クレ ー
ドを形成した。した が っ て、ダイズ根粒菌 USDAI10 株 の チ オ 硫

酸酸 化系 は 低濃度チ オ 硫 酸を電子供与体とする新規グル
ー

プ で あるこ とが 推 察された。
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